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脱Windows！ ブラウザ
から自作回路のI/O制御

「WebUSB」入門

グーグルChromeブラウザ×
WinUSBドライバ！第3章

I2C制御OLED USB Type−C

USB I2C制御ページ
Webブラウザ（Chrome）なので
スマートフォンからでも動作する

ブレッドボード
つきなのですぐ
使える

アドレス，データをテ
キスト・ボックスに入
れて，その場でI2Cコマ
ンドを送受信できる．
挙動を見ながらI2Cデー
タを調整できるのでデ
バッグに便利．ここで
はスクリプトからOLED
に画像表示している

消費電流表示

写真1　ブラウザから自作回路をI/O制御可能な「WebUSB」
はスマートフォンからでもOK
ブレッドボードにI2C制御のセンサやディスプレイを挿してブ
ラウザから制御するアダプタ基板を作製した

脱Windows！ ブラウザからUSBを
制御できる「WebUSB」のススメ

● 背景
USBインターフェースに対応しようとするとき，

いくつかの選択肢があります．USB−シリアル変換IC
は，デバイスにUSBインターフェースを追加する最
も手軽な方法ですが，不満なこともあるかもしれませ
ん．たとえば部品数の増加や，ホストにCOMポート
として見えてしまうことなどです．
　もう一歩進んだ選択肢はベンダ定義のHID（Human 
Interface Device）クラスのデバイスとして実装するこ
とです．HIDはマウスやキーボードのためのクラスで，
ドライバ不要で使えます．しかし，HIDはデータ転送
を主とするデバイスには不向きな面があります．
　Vendor Specific Class（ベンダ定義クラス）にすれば

自由にデバイスを作成できますが，ソフトウェアおよ
びUSBドライバを用意する障壁があり，従来はあま
り手軽な選択肢とはいえませんでした．しかし，現在
では，WebUSBなどの選択肢があり，開発難易度が
低くなっています．

● グーグルのブラウザ Chrome から USB を制御！
「WebUSB」
　WebUSBはGoogleなどが推進して2016年に導入さ
れた技術です．WebブラウザからUSBデバイスを制
御するためのAPIなどが提供されています．
　本稿では，WebUSBとVendor Specific Classを採
用して，パソコンなどからI2Cなどのシリアル・バス
を制御するためのデバイスを製作していきます．
　みなさんはI2CやSPIデバイスを初めて試すとき，
どのようにコマンドを送っていますか？ 今回製作す
るデバイスはGUIによりI2Cデータを送受信できるの
で，たとえばディスプレイの明るさ調整コマンドなど，
モジュールの動作を見ながらデータを調整できます．
ブレッドボードと組み合わせて使うことで，簡単に
I2Cデバイスの動作確認やプロトタイピング開発が行
えます．
　また，マルチプラットフォーム対応なので，パソコ
ンやスマートフォンなどで動作可能です．写真1は実
際にスマートフォンからI2C対応のOLEDモジュール
を制御しているようすです．

「WebUSB」の特徴

　WebUSB の 大 き な 特 徴 は， ブ ラ ウ ザ（Google の
Chrome）で動くため，専用ソフトウェアや専用ドラ
イバが不要であることと，マルチプラットフォームに
対応できることです（図1）．

● オリジナルUSBデバイスの製作向き
WebUSBは全てのUSBデバイスが制御できるわけ

ではなく，キーボードなどのHID（Human Interface 
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